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(57)【要約】
【課題】印字すべき情報量が増大しても、シート全体の
再設計をすることなく対応することのできる配送伝票を
提供すること。
【解決手段】第１のシート基材１１Ａの両面に印字Ｐ１
が施される第１のシート１１と、当該第１のシート１１
とは別体に設けられるとともに、第２のシート基材１２
Ａの一方の面に接着剤層１２Ｂが設けられ他方の面に印
字Ｐ２が施される第２のシート１２とにより配送伝票１
０が構成されている。第１のシート１１は、折り畳まれ
た状態で剥離処理層１１Ｂを介して第２のシート１２に
仮着され、第１のシート１１の外側に表出する接着剤層
１２Ｂを被着体Ｗに接着することにより第２のシート１
２と被着体Ｗとの間に保持される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　宅配商品に関する情報を含む秘匿情報を両面に印字される第１のシートと、当該第１の
シートとは別体に設けられるとともに、一方の面に接着剤層が設けられ他方の面に配送情
報が印字される第２のシートと、からなる配送伝票であって、
　前記第１のシートを折り畳んで前記第２のシートの接着剤層側に重ね合わせたときに、
第１のシートの外側に前記接着剤層を表出可能とし、当該第１のシートは、前記第２のシ
ートを被着体に接着したときに当該第２のシートと被着体との間に保持されるとともに、
第２のシートと分離可能に設けられていることを特徴とする配送伝票。
【請求項２】
　前記第１のシートの端部は前記第２のシートの端部からはみ出す大きさ若しくは相対位
置に保たれることを特徴とする請求項１記載の配送伝票。
【請求項３】
　前記第２のシートには、折り畳まれた状態の第１のシートの外周に沿ってミシン目が形
成されていることを特徴とする請求項１又は２記載の配送伝票。
【請求項４】
　前記第２のシートとの合わせ面となる第１のシート部分には剥離処理層が設けられてい
ることを特徴とする請求項１、２又は３記載の配送伝票。
【請求項５】
　前記第２のシートには、当該第２のシートから剥離可能な受領書が仮着されていること
を特徴とする請求項１ないし４の何れかに記載の配送伝票。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は配送伝票に係り、更に詳しくは、宅配商品に関して秘匿する必要性のある情報
を隠蔽した状態に保つことができるとともに、その情報量が増大した場合でも対応するこ
とのできる配送伝票に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近時、インターネットやテレビショッピング等の普遍的な拡大に伴い、伝統的な店頭販
売に加えて通信販売が普及するに至り、配送業者が販売者に代わって商品を消費者に届け
る流通形態が多く見られるようになっている。そのため、配送伝票を通じて商品に関する
情報、例えば、商品名、商品価格等が漏洩し得ることとなる。これらの情報は、消費者が
購入した商品が何であるかを特定するため、消費者のプライバシーに大きく関わる秘匿情
報であるとともに、商品価格は、商品価値を把握できるため、流通過程における盗難防止
を図る観点からも秘匿情報といえる。
【０００３】
　このような配送伝票としては、例えば、特許文献１に開示されている。同配送伝票は、
被着体に貼付したときに表面に位置する副貼付票と、この副貼付票に連設された領収・配
達票部、正貼付票とからなり、正貼付票を副貼付票の裏面側に折り畳んで位置させた状態
で正貼付票に設けられた接着剤層と、副貼付票の外側に設けられた接着剤層とを被着体に
貼付する構成となっている。
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－６７５４６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に記載された配送伝票にあっては、正貼付票の一方の面に接
着剤層が設けられているため、正貼付票の印字領域は片面のみとなる。従って、領収・配
達票部、正貼付票に印字すべき情報量を増やしたい場合でも、面積的に一定の制約を伴う
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、という不都合がある。そこで、貼付票を増やして対応することが理論上可能であるが、
この場合、配送伝票全体の大きさや印字配置レイアウト等を変更しなければならず、余計
な部分の設計変更が余技なくされる、という別異の不都合を招来する。
【０００６】
　　［発明の目的］
　本発明は、このような不都合に着目して案出されたものであり、その目的は、印字すべ
き情報量が増大しても、大幅な設計変更の不要な配送伝票を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記目的を達成するため、本発明は、宅配商品に関する情報を含む秘匿情報を両面に印
字される第１のシートと、当該第１のシートとは別体に設けられるとともに、一方の面に
接着剤層が設けられ他方の面に配送情報が印字される第２のシートとからなる配送伝票で
あって、前記第１のシートを折り畳んで前記第２のシートの接着剤層側に重ね合わせたと
きに、第１のシートの外側に前記接着剤層を表出可能とし、当該第１のシートは、前記第
２のシートを被着体に接着したときに当該第２のシートと被着体との間に保持されるとと
もに、第２のシートと分離可能に設けられる、という構成を採っている。
【０００８】
　本発明において、前記第１のシートの端部は前記第２のシートの端部からはみ出す大き
さ若しくは相対位置に保たれる、という構成を採ることができる。
【０００９】
　また、前記第２のシートには、折り畳まれた状態の第１のシートの外周に沿ってミシン
目が形成された構成を採ることが好ましい。
【００１０】
　更に、前記第２のシートとの合わせ面となる第１のシート部分には剥離処理層が設けら
れる、という構成を採っている。
【００１１】
　また、前記第２のシートには、当該第２のシートから剥離可能な受領書が仮着される、
という構成を採ることができる。
【００１２】
　なお、本発明において、「印字」は、文字、記号、図形又はこれらの任意の組合せを含
む概念として用いられる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、秘匿情報が両面に印字可能な第１のシートが折り畳まれた状態で第２
のシートと被着体との間に保持されるため、第１のシートの印字領域を十分に確保するこ
とが可能となる。また、第１のシートを設計変更したとしても、第２のシートは変更が不
要であり、その逆の場合も片方のシートはそのまま使用することができるので、情報量に
変更があっても簡単に対応が可能となる。更に、第１のシートは、第２のシートと分離可
能に設けられていることで、当該第１のシートに保管する適性を付与することができる。
　また、前記第１のシートは前記第２のシートからはみ出す状態で保持されるため、宅配
商品の受取人が第１のシートの存在を認識し易くなる。
　更に、前記第２のシートにミシン目を形成した構成によれば、第２のシートからはみ出
した第１のシート部分を掴んで捲り取るようにして切り取ることができる。
　また、折り畳まれた状態における第１のシートが、第２のシートとの合わせ面に剥離処
理層を備えた構成であるため、第２のシートから第１のシートを綺麗に剥離して保管する
ことができる。
　更に、第２のシートに剥離可能な受領書が仮着された構成により、第２のシートを被着
体から剥離することなく配達人が受領書のみを持ち帰ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
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　以下、本発明の実施の形態について図面を参照しながら説明する。
【００１５】
　図１には、本実施形態に係る配送伝票が宅配商品の梱包体を被着体として貼付された概
略斜視図が示され、図２には、その分解側面図が示されている。これらの図において、配
送伝票１０は、第１のシート１１と、当該第１のシート１１を被着体Ｗとの間に保持する
ように貼付可能な第２のシート１２とにより構成されている。
【００１６】
　前記第１のシート１１は、第１のシート基材１１Ａと、その片面（図２中下面）側に設
けられた剥離処理層１１Ｂとを備えて構成されている。第１のシート１１は、本実施形態
では、図２に示されるように、折り曲げ線ＢＬに沿って二つ折りに折り畳まれた状態で用
いられる。また、第１のシート基材１１Ａの各面には、宅配商品の品名、金額、領収書等
の秘匿情報に関する印字Ｐ１が施される。なお、剥離処理層１１Ｂが設けられる領域内の
印字Ｐ１は、当該剥離処理層１１Ｂを積層する前の段階で施されるため、例えば、クーリ
ングオフの説明、キャンペン情報、宣伝、広告、インフォメーション等の定型的な内容が
印字されている。
【００１７】
　前記第２のシート１２は、第１のシート１１とは別体に設けられたものである。この第
２のシート１２は、略長方形の平面形状を備えた第２のシート基材１２Ａと、当該第２の
シート基材１２Ａの一方の面（下面）に設けられた接着剤層１２Ｂとにより構成され、第
２のシート基材１２Ａの他方の面（上面）には、宅配商品の届け先、送り主等の配送情報
に関する印字Ｐ２が施されるようになっている。
【００１８】
また、第２のシート１２は、平面視略コ字状の軌跡に沿って延びるミシン目Ｃが形成され
、このコ字の開放側が第１のシート１１の長手方向一端側に位置するようなっている。
また、第２のシート１２の長さＬ及び幅Ｗは、それぞれ第１のシート１１を折畳んだとき
の長さＬ１及び幅Ｗ１よりも大きく設定され、第１のシート１１を折り畳んで第２のシー
ト１２の接着剤層１２Ｂに重ね合わせたときに、前記ミシン目Ｃ内に収まって当該ミシン
目Ｃの外側の接着剤層１２Ｂが第１のシート１１の外周側に表出するようになっている。
【００１９】
　なお、第１のシート１１の折り曲げ線ＢＬは、当該第１のシート１１の図２中左右方向
の中間よりやや左寄りに設けられている。これにより、第１のシート１１が折り曲げ線Ｂ
Ｌで二つ折りに折り曲げられること、接着剤層１２Ｂに剥離処理の施されていない第１の
シート基材１１Ａが不用意に接着して、当該第１のシート１１が第２のシート１２から剥
離できなくなることを効果的に防止することができる。
【００２０】
　次に本実施形態における配送伝票１０の使用方法について説明する。
【００２１】
　図２に示されるように、第１のシート１１を折り曲げ線ＢＬで二つ折りに折り畳み、そ
の上面側を合わせ面として第２のシート１２の接着剤層１２Ｂに仮着させる。この仮着は
、二つ折りの第１のシート１１が前記ミシン目Ｃ内に収まる位置で行われるとともに、ミ
シン目Ｃのコ字の開放側から第１のシート１１の一端部が所定量突出してはみ出すように
相対位置決めされる。
【００２２】
　次いで、第１のシート１１の外周側、すなわち、ミシン目Ｃの外側に表出する接着剤層
１２Ｂを被着体Ｗに接着することにより、第１のシート１１が第２のシート１２と被着体
Ｗとの間に挟まれる状態で保持される。
【００２３】
　なお、配送商品の受取人は、第１のシート１１の前記突出した部分を摘み、これを引き
上げるようにすることで、第２のシート１２のミシン目Ｃに沿って取り出すことができ、
その後に、第２のシート１２から分離することで、第１のシート１１のみを保管すること
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ができる。
【００２４】
　従って、このような実施形態によれば、第１のシート１１の両面を印字面として利用す
ることができるので、配送伝票１０の平面積を大型化しなくても、印字情報の増大に十分
対応することができる。また、第２のシート１２の接着剤層１２Ｂは、第２のシート基材
１２Ａの一方の面全域に設けられているため、第１のシート１１の合わせ面に仮着した状
態で当該第１のシート１１を被着体Ｗとの間に保持することができるので、第１のシート
１１が水平方向に抜け出て脱落してしまうような不都合は生じない。
【００２５】
　以上のように、本発明を実施するための最良の構成、方法等は、前記記載で開示されて
いるが、本発明は、これに限定されるものではない。
　すなわち、本発明は、主に特定の実施形態に関して特に図示、説明されているが、本発
明の技術的思想及び目的の範囲から逸脱することなく、以上説明した実施形態に対し、形
状、位置若しくは配置等に関し、必要に応じて当業者が様々な変更を加えることができる
ものである。
【００２６】
　例えば、前記実施形態では、第１のシート１１が第２のシート１２の一端から突出する
状態で当該第２のシート１２と被着体Ｗとの間に保持される場合を図示、説明したが、本
発明はこれに限定されるものではなく、図３に示される構成としてもよい。この構成は、
ミシン目Ｃを第２のシート１２の面内で閉ループ状に形成するとともに、当該ミシン目Ｃ
のコーナー部に切欠部２０を形成し、当該切欠部２０内に第１のシート１１の一部が表出
するように構成したものである。
　このような構成では、前記切欠部２０内に指先を挿入して第１のシート１１のコーナー
部を摘み、これを捲り取るようにミシン目Ｃに沿って切り取って取り出すことができる。
【００２７】
　また、図４に示されるように、第２のシート１２の表面に、受取人による受領印の捺印
領域が設けられたシート状の受領書２５を剥離可能な状態で仮着することもできる。この
際、受領書２５は、図示しない疑似接着剤層を介して第２のシート１２に貼付することで
、容易に剥離することができる。なお、疑似接着剤層としては、二層の積層構造によって
構成でき、その界面で剥離可能な公知の材料を用いることができる。各層の形成材料とし
ては、ポリエチレン樹脂、ポリスチレン樹脂、アクリル樹脂、天然ゴム系樹脂、塩化ビニ
ル－酢酸ビニル共重合体、エチレン－酢酸ビニル共重合体、紫外線硬化ニス、ポリエチレ
ンテレフタレート樹脂等を例示することができ、それらを異種材料どうしで任意に組合せ
て疑似接着剤層とすることができる。
【００２８】
　また、前記実施形態では、第１のシート１１が二つ折りされる場合を示したが、三つ折
り以上としてもよい。このように、第１のシート１１に記載する情報量が増えたとしても
、第２のシート１２は変更せずに第１のシート１１のみの大きさを変更するだけなので、
情報量に変更があっても簡単に対応が可能となる。また、このような場合でも第１のシー
ト１１の第２のシート１２への合わせ面は、剥離処理が施された面とし、他の面よりも大
きくなるように折り曲げ線ＢＬを設けるほうが好ましい。
【００２９】
　更に、第１のシート１１の前記合わせ面のＬ１方向の長さを他の面の長さよりも長く設
定してもよい。このようにすることで、剥離処理の施されていない第１のシート基材１１
Ａが接着剤層１２Ｂに接着する虞をなくすことができる。
【００３０】
　また、第１のシート１１を構成する第１のシート基材１１Ａの片面側全域に剥離処理層
１１Ｂを設けなくてもよい。すなわち、第１のシート１１を折り畳んだときの第２のシー
ト１２Ａの接着剤層１２Ｂとの合わせ面領域のみに剥離処理層を設けることでもよい。こ
のような構成では、秘匿情報が可変情報である場合の対応に自由度を付与することができ
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【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本実施形態に係る配送伝票の使用状態を示す概略斜視図。
【図２】図１の分解側面図。
【図３】本発明の変形例を示す概略斜視図。
【図４】本発明の他の変形例を示す概略斜視図。
【符号の説明】
【００３２】
　１０　配送伝票
１１　第１のシート
１１Ｂ　剥離処理層
　１２　第２のシート
　１２Ｂ　接着剤層
　２５　受領書
　Ｃ　ミシン目
　Ｐ１、Ｐ２　印字
　Ｗ　被着体

【図１】 【図２】
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